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ご
あ
い
さ
つ

仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会
の

皆
様
に
は
、
本
市
の
市
政
運
営

に
対
し
、
日
頃
か
ら
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
年
、
創
立
　
周
年
を
迎
え
ら

５０

れ
る
と
の
こ
と
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
千
年
に
一
度
の
災
害
と
も

い
わ
れ
た
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
避
難
所
対
応
を
は
じ
め
と

し
て
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の

安
全
・
安
心
の
た
め
、
様
々
工

夫
い
た
だ
き
な
が
ら
課
題
解
決

に
ご
尽
力
さ
れ
て
き
た
町
内
会

の
皆
様
の
取
り
組
み
に
、
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
来
、
地
球
規
模
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
が
続
い
て
お
り
、
普
段
の
生

活
は
も
と
よ
り
、
町
内
会
活
動

に
お
い
て
も
大
変
な
ご
苦
労
を

な
さ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

本
市
と
し
て
も
、
昨
年
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
を

最
重
要
課
題
の
１
つ
と
し
て
掲

げ
、
市
民
の
皆
様
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
、
市
役
所
の

総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
当
た

り
前
だ
っ
た
“
人
が
集
ま
る
こ

と
”
が
難
し
く
な
り
、
町
内
会

活
動
に
お
い
て
も
多
く
の
制
約

が
あ
る
中
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
、
工
夫
を
重
ね
な
が
ら

活
動
を
継
続
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。

今
年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら

　
年
が
経
ち
、
新
総
合
計
画
の

１０ス
タ
ー
ト
を
始
め
、
本
市
が
次

の
　
年
に
向
け
て
新
た
な
一
歩

１０
を
踏
み
出
す
大
切
な
年
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
、
安
全
に
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
「
杜
の
都
」
の
ま

ち
づ
く
り
を
基
盤
と
し
な
が
ら

も
、
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
適

応
し
、
本
市
の
強
み
に
更
に
磨

き
を
か
け
て
い
く
た
め
、
地
域

の
実
情
を
知
る
町
内
会
の
皆
様

の
ご
意
見
や
ご
助
力
は
、
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
先

を
見
据
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
仙
台
が
仙
台
ら
し
く
輝
き
続

け
、
魅
力
と
活
力
に
満
ち
た
街

と
な
る
よ
う
挑
戦
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
町
内
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
市
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。結

び
に
、
貴
会
の
益
々
の
ご

発
展
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝

を
祈
念
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

仙台市長
郡　  和 子

ご
あ
い
さ
つ

　町
内
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
常
日
ご
ろ
か
ら
本
会

の
運
営
に
対
し
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
安
全
安
心

で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
防
災
・
防
犯
や
高
齢
者
・

児
童
の
見
守
り
な
ど
の
様
々
な

活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

会 長
傳 野 貞 雄

さ
て
、
本
年
度
を
振
り
返
る

と
、
令
和
元
年
　
月
に
中
国
で

１２

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
世
界
中
が
翻
弄
さ
れ
る
１

年
で
し
た
。

本
会
を
含
め
、
単
位
町
内
会

か
ら
全
国
組
織
で
あ
る
全
国
自

治
会
連
合
会
ま
で
そ
の
影
響
を

受
け
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
組
織

も
定
期
総
会
の
書
面
表
決
、
研

修
会
・
屋
内
外
で
の
行
事
・
各

種
表
彰
式
等
の
中
止
、
全
国
大

会
の
１
年
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
多
く
の
仲
間
と
の
交
流
が

困
難
な
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

防
災
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
応
し
た
避
難
所
運
営
に
つ
い

て
、
３
密
回
避
の
た
め
の
避
難

場
所
の
確
保
な
ど
多
く
の
課
題

に
直
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
た
め
、
今
後
と
も
町

内
会
の
皆
様
、
仙
台
市
当
局
及

び
指
定
避
難
所
の
学
校
と
の
一

層
の
緊
密
な
連
携
が
求
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
今
年
は
当
会
が
昭
和

　
年
５
月
に
創
立
さ
れ
て
か

４７ら
、　

周
年
と
な
る
節
目
の
年

５０

と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
、　

年
１０

ご
と
の
節
目
の
年
に
は
記
念
事

業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
前
回
の
　
周
年
の
年
は
、

４０

東
日
本
大
震
災
の
た
め
、
実
施

を
見
送
っ
た
経
緯
も
あ
り
、　２０

年
ぶ
り
の
記
念
事
業
の
年
と
な

り
ま
す
。
昨
年
の
９
月
に
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
現
在
、

記
念
誌
発
行
、
記
念
式
典
・
祝

賀
会
（
本
年
９
月
開
催
予
定
）、

協
賛
金
募
集
に
つ
い
て
、
事
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
先
の
見
通

し
が
つ
か
な
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
半
世
紀
の
歴
史
を
振

り
返
り
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を

整
理
し
て
記
録
を
後
世
に
残
す

と
と
も
に
、
皆
様
と
一
緒
に
、

本
会
の
更
な
る
発
展
へ
の
決
意

の
場
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
各
町
内
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健

勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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令
和
２
年
度
活
動
状
況

▼
定
期
総
会

今
年
度
の
定
期
総
会
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
を

回
避
す
る
た
め
、
６
月
２
日
を

提
出
期
限
と
す
る
書
面
表
決
で

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

仙
台
市
連
合
町
内
会
の
活
動

に
功
労
が
あ
っ
た
６
名
の
会
員

に
会
長
表
彰
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
（
関
連
記
事
７
面
）

ま
た
、
表
彰
状
は
各
区
連
合
町

内
会
協
議
会
で
そ
れ
ぞ
れ
伝
達

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
事
業
報
告
、
令

和
元
年
度
会
計
収
支
決
算
報
告

及
び
監
査
報
告
、
令
和
２
年
度

事
業
計
画
案
、
令
和
２
年
度
会

計
収
支
予
算
案
、
副
会
長
退
任

に
伴
い
新
た
に
選
任
さ
れ
た
副

会
長
承
認
案
に
つ
い
て
は
、
会
員

１
１
３
名
の
過
半
数
の
賛
成
に

よ
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
、
理
事
１
名
が

退
任
し
た
こ
と
に
伴
い
新
た
に

選
出
さ
れ
た
理
事
選
任
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
書
面
表
決
に
あ
た
っ

て
、
会
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意

見
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

は
、
表
決
の
結
果
報
告
に
併
せ

て
全
会
員
に
書
面
に
よ
り
に
送

付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
会
員
研
修
会
・
会
員
懇
談
会

例
年
、
定
期
総
会
終
了
後
に

開
催
さ
れ
て
い
た
会
員
研
修
会

及
び
会
員
懇
談
会
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
実
施
見

送
り
と
な
り
ま
し
た
。

▼
役
員
会
・
役
員
研
修
会

５
月
及
び
　
月
に
予
定
し
て

１０

い
た
役
員
会
並
び
に
役
員
研
修

会
に
つ
い
て
も
、コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
実
施
見
送
り
と
な
り
ま

し
た
。

▼
正
副
会
長
会

正
副
会
長
会
（
会
長
・
副
会

長
（
４
名
）・
庶
務
理
事
・
会
計

理
事
で
構
成
）
を
毎
月
開
催
し

ま
し
た
。

【
今
年
度
の
主
な
議
題
】

・
定
期
総
会
の
開
催
・
議
案
書

・
表
彰
候
補
者
推
薦
（
関
連
記

事
７
面
）

・
創
立
　
周
年
記
念
事
業
実
行

５０

委
員
会
の
設
立

・
市
付
属
機
関
委
員
等
の
推
薦

行
事
へ
の
参
加
な
ど
の
地
域
と

の
連
携
、
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
の
不

動
産
会
社
に
対
す
る
町
内
会
加

入
の
取
組
み
要
請
等
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
双
方
の

現
場
で
の
具
体
的
な
連
携
の
必

要
性
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

▼
市
長
・
副
市
長
と
正
副
会
長

会
と
の
意
見
交
換
会

　
月
２
日
に
正
副
会
長
会
の

１２
メ
ン
バ
ー
７
名
が
郡
和
子
市

長
、
藤
本
章
副
市
長
、
髙
橋
新

悦
副
市
長
を
訪
問
し
、
町
内
会

と
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

今
年
度
も
１
時
間
余
り
に
わ
た

り
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
を
行
っ
た
う
え
で
の
避
難

所
運
営
の
課
題
、
大
雨
時
の
避

難
、
町
内
会
の
加
入
率
の
低
下

へ
の
対
応
、
音
楽
ホ
ー
ル
建

設
、
日
赤
病
院
・
労
災
病
院
の

仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会

正副会長会

・
国
及
び
関
係
機
関
へ
の
要
望

事
項

・
広
報
委
員
会
の
開
催

・
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
支
援
団
体

と
の
懇
談
会

・
市
長
・
副
市
長
と
正
副
会
長

会
と
の
意
見
交
換
会

・
全
国
自
治
会
連
合
会
及
び
宮

城
県
自
治
会
連
合
会
に
お
け

る
役
員
会
・
総
会
の
議
事
に

関
す
る
こ
と

・
市
付
属
機
関
等
委
員
の
出
席

報
告
（
仙
台
市
交
通
政
策
推

進
協
議
会
・
仙
台
市
総
合
計

画
審
議
会
・
仙
台
市
社
会
福

祉
審
議
会
等
）

・
仙
台
市
か
ら
の
説
明
事
項（
防

災
・
地
域
ご
み
・
地
域
交
通
・

コ
ロ
ナ
対
策
等
）

▼
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
支
援
団
体

と
の
懇
談
会

平
成
　
年
度
に
始
ま
っ
た
マ

２５

ン
シ
ョ
ン
管
理
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
せ
ん
だ
い
・
み
や
ぎ
と
の

懇
談
会
は
、
今
年
は
参
加
者
を

減
ら
し
て
、　

月
　
日
に
開
催

１１

２５

し
ま
し
た
。
支
援
団
体
か
ら

は
、
東
北
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

連
合
会
、
宮
城
県
不
動
産
鑑
定

士
協
会
、
宮
城
県
行
政
書
士

会
、
日
本
マ
ン
シ
ョ
ン
学
会
東
北

支
部
、
全
日
本
不
動
産
協
会
宮

城
県
本
部
の
代
表
者
が
参
加

し
、
各
区
連
合
町
内
会
長
協
議

会
の
代
表
者
と
の
間
で
、
マ
ン

シ
ョ
ン
居
住
者
の
避
難
所
運
営
・

防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
地
域
の

マンション管理支援団体との懇談会
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▼
創
立
　
周
年
記
念
事
業
実
行

５０

委
員
会

仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会

は
、
来
年
度
が
創
立
　
周
年
と

５０

い
う
節
目
の
年
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
半
世
紀
の
歴
史
を
振
り

返
り
、
更
な
る
発
展
へ
の
決
意

を
行
う
場
と
し
て
『
記
念
式
典
』

及
び
『
記
念
祝
賀
会
』
を
開
催

す
る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で

き
た
足
跡
を
整
理
し
て
後
世
に

残
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
『
創
立
　
周
年
記
念
誌
』

５０

を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
事
業
を
実
現
す
る
た
め

に
、
創
立
　
周
年
記
念
事
業
実

５０

行
委
員
会
が
９
月
４
日
に
発
足

し
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
は
、
正
副
会
長
会
の
７

名
と
各
区
連
合
町
内
会
長
協
議

会
か
ら
選
出
さ
れ
た
　
名
で
構

１５

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
長
に

は
、
傳
野
会
長
が
就
任
し
ま
し

た
。実

行
委
員
会
の
下
に
は
、

『
記
念
式
典
・
祝
賀
会
小
委
員

会
』
『
記
念
誌
発
行
小
委
員
会
』

『
協
賛
金
小
委
員
会
』が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
小
委

員
会
は
、
正
副
会
長
会
、
各
区

連
合
町
内
会
長
協
議
会
か
ら
１

名
ず
つ
の
計
６
名
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
『
記
念
式
典
・
祝
賀
会
小
委
員

会
』は
、　

月
　
日
、　

月
　

１０

１４

１２

１５

日
に
開
催
さ
れ
、
式
典
・
祝

賀
会
の
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
招
待
者
、
式
典
の
記
念

講
演
の
講
師
、
祝
賀
会
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

 
・
『
記
念
誌
発
行
小
委
員
会
』

は
、
　

月
　
日
、　

月
　
日

１０

１４

１１

１６

に
開
催
さ
れ
、
記
念
誌
の
枠

組
紙
面
構
成
、
執
筆
担
当
、

原
稿
依
頼
に
つ
い
て
、
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

・『
協
賛
金
小
委
員
会
』
は
、　１０

月
　
日
、　

月
８
日
、
１
月

１４

１２

　
日
に
開
催
さ
れ
、
事
業
費

２５に
充
て
る
協
賛
金
の
依
頼

先
、
依
頼
方
法
、
集
金
方
法

に
つ
い
て
、
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

▼
防
災
・
減
災
、
支
え
合
い
を
主

軸
と
す
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

台
風
等
の
大
雨
、
河
川
氾
濫

へ
の
対
応
を
含
ん
だ
地
域
版
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
災
害

時
に
活
か
す
よ
う
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
を
含
め
た
防
災
訓
練
や
避

難
所
運
営
訓
練
等
を
地
域
の
諸

団
体
と
し
て
協
力
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

▼
町
内
会
活
動
の
担
い
手
の
育

成
支
援

町
内
会
活
動
の
担
い
手
、
特

に
役
員
の
な
り
手
不
足
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
な
ど
は
長
年
の
課
題

で
す
。

幅
広
い
人
材
の
発
掘
や
担
い

手
の
育
成
支
援
に
資
す
る
講
座

を
仙
台
市
と
連
携
し
実
施
す
る

な
ど
底
上
げ
に
努
め
て
い
ま
す
。

▼
町
内
会
加
入
率
・
行
事
参
加

人
数
向
上
策
の
推
進

地
区
連
合
町
内
会
の
役
員
等

が
加
入
促
進
活
動
を
地
域
で
実

施
す
る
ほ
か
、
新
た
に
転
入
す

る
人
向
け
に
「
町
内
会
に
加
入

し
ま
せ
ん
か
？
」の
チ
ラ
シ
を
、

町
内
会
長
研
修
会
等
の
参
加
者

へ
「
町
内
会
活
動
・
運
営
事
例

集
」
を
配
布
す
る
な
ど
、
町
内

会
へ
の
加
入
及
び
参
加
促
進
に

努
め
て
い
ま
す
。

▼
全
国
自
治
会
連
合
会
、
宮
城

県
自
治
会
連
合
会
と
の
連
携

の
強
化

　
の
都
道
府
県
自
治
会
連
合

３２
組
織
が
加
入
し
て
い
る
全
国
自

治
会
と
連
携
し
て
国
に
対
し
て

自
治
会
等
活
動
へ
の
経
済
的
支

援
を
要
望
し
ま
し
た
。ま
た
、宮

城
県
自
治
会
連
合
会
で
は
全
国

自
治
会
連
合
会
よ
り
令
和
元
年

台
風
第
　
号
及
び
第
　
号
に
係

１５

１９

る
義
援
金
を
受
領
す
る
と
と
も

に
、令
和
２
年
５
月
か
ら
７
月

ま
で
の
豪
雨
災
害
の
被
害
が
大

き
か
っ
た
大
分
県
及
び
岐
阜
県

の
自
治
会
連
合
会
に
対
し
て
、

全
国
自
治
会
連
合
会
を
通
し
て

義
援
金
を
送
金
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
、従
前
か
ら
の
加

入
促
進
活
動
の
結
果
、今
年
度

に
お
い
て
石
巻
市
地
域
連
携
会

議
が
新
た
に
加
入
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
県
内
の
未
加
入
団

体
へ
の
広
報
誌
及
び
加
入
案
内

の
送
付
な
ど
を
行
い
な
が
ら
加

入
促
進
に
努
め
ま
す
。

市長・副市長と正副会長会との意見交換会

167-000-0210 7-0210 2211-312-220838-727

統
合
移
転
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。



（４）第３０号令和３年３月 仙台市連合町内会長会だより

令
和
２
年
度
活
動
状
況

△
総
会

令
和
元
年
度
事
業
・
決
算
報

告
や
令
和
２
年
度
事
業
・
予
算

案
な
ど
に
つ
い
て
書
面
表
決
に

よ
り
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
 

（
５
月
　
日
）

１３

△
定
例
会

全
２
回
開
催
し
、
事
業
の
実

施
内
容
に
つ
い
て
活
発
に
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

（
　
月
１
日
・
　

月
３
日
）

１０

１２

△
新
任
町
内
会
長
研
修
会

開
催
は
中
止
し
、
町
内
会
活

動
に
か
か
わ
る
制
度
や
事
例
を

紹
介
し
た
「
町
内
会
の
手
引
き
」

と
連
合
町
内
会
長
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
て
送
付
い
た
し

ま
し
た
。

△
青
葉
区
町
内
会
長
研
修
会

約
１
７
５
人
が
参
加
。
「
仙

台
市
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
」
に

つ
い
て
郡
仙
台
市
長
よ
り
、
ま

た
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け

る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
在
仙
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
関
係
者
を
講
師
に
迎
え

開
催
し
ま
し
た
。
 （
　
月
　
日
）

１１

１９

△
移
動
研
修
会

研
修
会
を
中
止
し
ま
し
た
。

△
担
当
理
事
活
動

・
防
災
…
青
葉
区
総
合
防
災
訓

練
及
び
宮
城
総
合
支
所
総
合

防
災
訓
練
に
つ
い
て
、
今
年
は

中
止
と
な
っ
た
た
め
、地
区
連

合
町
内
会
に
て
行
っ
た
防
災

訓
練
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
…
マ
ン
シ
ョ

出前講座（青葉区内小学校にて）

ン
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の

形
成
促
進

に
取
り
組

ん
だ
ほ
か
、

青
葉
区
で

行
っ
て
い

る
町
内
会

啓
発
事
業

ＪＲ陸前落合駅前広場

の
一
環
と
し
て
、
小
学
校
へ

の
出
前
講
座
に
同
行
し
、
町

内
会
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に

　
中
江
地
区
町
内
会
連
合
会

会
長
　
今
野
　
利
正

当
連
合
会
は
、
　
町
内
会
で

１２

構
成
さ
れ
、
地
区
内
の
世
帯
数

は
約
１
、
５
０
０
世
帯
で
す
。

中
江
地
区
は
、
青
葉
区
の
東
に

あ
り
、
宮
城
野
区
と
の
境
に
あ

る
Ｊ
Ｒ
仙
山
線
に
沿
っ
た
閑
静

な
住
宅
地
で
す
。

例
年
８
月
に
中
江
夏
祭
り
、

　
月
に
地
域
防
災
訓
練
を
実
施

１０し
、
地
域
の
活
性
化
と
親
睦
を

図
り
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
地
域
の
皆

様
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

　
荒
巻
地
区
町
内
会
連
合
会

会
長
　
土
田
　
建

当
連
合
会
は
　
町
内
会
で
構

３５

成
さ
れ
、
諸
団
体
も
含
め
地
区

内
の
取
り
ま
と
め
役
を
担
っ
て

お
り
ま
す
。

連
合
会
で
は
「
荒
巻
平
成
風

土
記
」
の
発
行
、「
個
性
あ
る
地

域
づ
く
り
計
画
」
の
策
定
等
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
問
題
・
課
題
の

解
決
の
た
め
「
荒
巻
地
区
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

『
住
み
た
い
町
、
住
み
続
け
た

い
町
、
荒
巻
』
の
実
現
に
向
け

て
、
地
域
団
体
と
連
携
し
、
現

在
活
動
中
で
あ
り
ま
す
。

【
宮
城
管
内
町
内
会
長
連
絡
会
】

令
和
２
年
度
活
動
状
況

△
総
会

令
和
元
年
度
事
業
報
告
･
収

支
決
算
報
告
、
令
和
２
年
度
事

業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
に
つ

い
て
、
書
面
表
決
に
よ
り
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
５
月
　
日
）

１４

△
市
長
を
囲
む
懇
談
会
、
町
内
会

長
移
動
研
修
会
、
会
員
研
修
会

例
年
開
催
し
て
い
る
市
長
を

囲
む
懇
談
会
（
７
月
）、
町
内
会

長
移
動
研
修
会
（
　
月
）、
会
員

１０

研
修
会
（
２
月
）
は
、
今
年
度

中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

△
町
内
会
活
動
に
係
る
調
査

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
町
内
会

活
動
へ
の
影
響
や
現
状
を
把
握

す
る
た
め
、
ま
た
そ
の
後
の
活

動
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た

め
、
６
月
及
び
　
月
に
単
位
町

１２

内
会
長
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

形
式
に
よ
る
町
内
会
活
動
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
を

合
言
葉
に

　
落
合
・
栗
生
地
区
連
合
町
内
会

会
長
　
庄
子
　
隆

当
連
合
町
内
会
は
、
平
成
４

年
に
一
つ
の
栗
生
か
ら
分
割

し
、
現
在
は
　
町
内
会
、
約
４
、

１２

５
０
０
世
帯
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
大
運
動
会
」、「
落
合
・
栗
生

地
区
ま
つ
り
」、「
防
災
訓
練
」

等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
栗
っ
子
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
に
も
協
力
し
、
児
童
の

登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
や
地

域
に
流
れ
る
斉
勝
川
、
Ｊ
Ｒ
陸

前
落
合
駅
前
広
場
の
定
期
的
な

草
刈
り
・
ゴ
ミ
拾
い
等
の
清
掃
活

動
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
と
親
睦
を
図

り
な
が
ら
、
住
み
良
い
町
づ
く

り
に
努
め
る
と
共
に
「
向
こ
う
三

軒
両
隣
」

を
合
言

葉

に
、

仲
の
良

い
町
づ

く
り
を

目
指
し

て
い
き

ま
す
。

青
葉
区

青
葉
区

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会



（５） 第３０号 令和３年３月仙台市連合町内会長会だより

令
和
２
年
度
活
動
状
況

△
総
会

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
感
染
リ
ス

ク
を
回
避
す
る
た
め
、
役
員
会
で

承
認
さ
れ
た
令
和
元
年
度
事
業

報
告
、
同
収
支
決
算
報
告
並
び

に
令
和
２
年
度
事
業
計
画
案
、

同
収
支
予
算
案
資
料
を
送
付
す

る
こ
と
で
総
会
開
催
と
み
な
す

こ
と
と
し
ま
し
た
。
 （
４
月
　
日
）

１４

△
新
任
町
内
会
長
研
修
会

研
修
会
を
中
止
し
、
説
明
の

ポ
イ
ン
ト
メ
モ
を
添
付
し
て
全

町
内
会
長
へ
「
町
内
会
活
動
の

手
引
き
」
を
送
付
し
ま
し
た
。

△
移
動
研
修
会

研
修
会
を
中
止
し
ま
し
た
。

△
連
合
町
内
会
長
移
動
研
修
会

研
修
会
を
中
止
し
ま
し
た
。

△
定
例
会

区
連
合
町
内
会
長
協
議
会
運

営
に
係
る
、
事
業
内
容
等
の
協

議
及
び
情
報
交
換
等
の
場
と
し

て
、
年
６
回
定
例
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

町
内
会
の
自
立

　
原
町
地
区
連
合
町
内
会

会
長
　
菊
地
　
文
博

原
町
地
域
（
原
町
小
学
校
区
）

は
、
仙
台
市
の
東
部
地
区
の
中

心
に
位
置
し
宮
城
野
区
役
所
、

仙
石
線
や
国
道
　
号
線
、
北
側

４５

に
東
北
本
線
と
交
通
の
要
衝
と

し
て
藩
政
時
代
か
ら
栄
え
、
商

店
街
や
住
宅
地
が
混
在
す
る
約

８
、
２
０
０
世
帯
１
７
、
０
０

０
人
が
住
ん
で
い
る
街
で
す
。

地
域
内
に
は
国
の
出
先
機
関
や

陸
上
自
衛
隊
仙
台
駐
屯
地
、
プ

ロ
野
球
東
北
楽
天
の
ス
タ
ジ
ア

ム
等
も
あ
り
、
ま
た
近
年
の
国

際
化
に
伴
い
、
外
国
人
の
居
住

者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
原
町
地
区
連
合
町
内

会
で
は
、
行
政
に
頼
ら
な
い
自

立
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
多
く
の
諸
団
体
と
連
携

し
「
原
町
街
づ
く
り
活
性
化
協

議
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
上
で
安
全
で
安
心
な
街
づ

く
り
の
あ
り
方
を
模
索
し
な
が

ら
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

特
に
地
域
に
お
け
る
自
主
的

な
防
犯
活
動
を
補
完
し
、
犯
罪

発
生
を
減
ら
す
た
め
の
環
境
整

備
を
進
め
る
た
め
、
地
域
内
に

警
察
と
も
連
携
し
な
が
ら
防
犯

カ
メ
ラ
　
台
を
設
置
し
、
犯
罪

12

の
抑
止
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
用
や
維

令
和
２
年
度
活
動
状
況

△
総
会

令
和
元
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
報
告
、
令
和
２
年
度
事

業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
に
つ

い
て
、
書
面
表
決
に
よ
り
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
５
月
　
日
）

２２

△
新
任
町
内
会
長
研
修
会

研
修
会
は
中
止
と
し
、
助
成

制
度
の
変
更
点
等
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
と
「
町
内
会
活
動
の

手
引
き
」
を
送
付
し
ま
し
た
。

△
町
内
会
長
移
動
研
修
会

研
修
会
を
中
止
し
ま
し
た
。

宮
城
の
萩
大
通
り
美
化
活
動

　
南
小
泉
地
区
町
内
連
合
会

会
長
　
小
澤
　
幸
雄

宮
城
の
萩
大
通
り
は
平
成
８

年
に
愛
称
が
命
名
さ
れ
た
市
道

で
、
当
地
区
中
央
部
を
縦
断
す

る
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
で
す
。

同
年
、
美
化
推
進
モ
デ
ル
地

区
に
指
定
さ
れ
て
以
来
、
春
と

秋
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
当
日
は
、
実
行
委

員
会
を
組
織
す
る
町
内
会
、
行

政
、
学
校
、
地
域
団
体
の
合
計

約
５
０
０
名
が
４
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
美
化
清
掃
を
行
い
ま
す
。

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
ご

み
の
な
い
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

東
六
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
に
集
う

　
六
郷
地
区
町
内
会
連
合
会

会
長
　
太
田
　
善
雄

東
六
郷
小
学
校
跡
地
利
用
に

つ
い
て
、５
年
の
歳
月
を
か
け
て

検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、今
、令

和
３
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
盛
ん
に
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

校
庭
に
あ
っ
た
桜
は
老
木

で
、
樹
木
医
の
診
断
で
は
再
生

は
難
し
い
と
の
こ
と
で
、
挿
し

木
に
よ
り
二
世
を
植
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
震
災
の
前
年

度
に
採
集
し
て
お
い
た
「
井
土

メ
ダ
カ
」
の
池
も
出
来
ま
す
。

東
六
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

を
中
心
に
、
今
後
も
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

持
費
に
つ
い

て
は
、
企
業

か
ら
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
方
式
や
個

人
か
ら
の
寄

付
で
賄
う
よ

う
な
自
立
し

た
地
域
住
民

自
治
を
考
え

て

お

り

ま

す
。

建設中の様子

清掃後のセレモニー

原町街づくり活性化協議会

宮
城
野
区

宮
城
野
区

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

若
林
区

若
林
区

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会



（６）第３０号令和３年３月 仙台市連合町内会長会だより

令
和
２
年
度
活
動
状
況

△
総
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発

生
状
況
を
踏
ま
え
書
面
表
決
に

て
行
い
、
令
和
元
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告
、
令
和
２

年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
等

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
５
月
　
日
）

１５

△
新
任
町
内
会
長
研
修
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発

生
状
況
を
踏
ま
え
会
議
形
式
は

中
止
と
し
、
新
任
町
内
会
長
　５０

名
に
対
し
て
、
研
修
資
料
を
発

送
し
ま
し
た
。
　

△
全
体
会

全
３
回
開
催
し
、
事
業
の
実

施
内
容
に
つ
い
て
活
発
に
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
う
ち
１

回
に
つ
い
て
は
、
６
月
に
書
面

に
て
行
い
ま
し
た
。

（
　
月
８
日
・
１
月
　
日
）

１０

２９

△
重
点
テ
ー
マ

東
北
地
方
整
備
局
と
宮
城
県

仙
台
土
木
事
務
所
か
ら
河
川
管

理
者
の
方
を
講
師
に
お
招
き

し
、
河
川
の
治
水
対
策
に
関
す

る
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
１
月
　
日
）

２９

地
域
の
交
流
を
大
事
に
　!!

　
中
田
中
部
町
内
会
連
合
会

会
長
　
山
口
　
義
晴

当
連
合
会
は
、
「
飛
躍
す
る

町
内
会
を
目
指
し
て
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、〈
地
域
の
絆
を

深
め
る
〉〈
協
力
を
広
め
る
〉〈
意

識
を
高
め
る
〉
を
サ
ブ
テ
ー
マ

に
掲
げ
、
地
域
の
交
流
を
大
事

に
活
動
し
て
い
ま
す
。「
地
域

づ
く
り
仲
間
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
、
毎
年
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
、
地
域
を
大
き
く
盛
り

上
げ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
動

物
ふ
れ
あ
い
広
場
、
中
田
中
央

公
園
ラ
イ
ブ
＆
ピ
ク
ニ
ッ
ク
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、『
コ

ロ
ナ
禍
に
負
け
る
な
』
の
願
い

を
込
め
て
、
中
田
中
央
公
園
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま

し
た
。
ま
た
、
見
守
り
活
動
等

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
現
在

で
は
　
名
の
福
祉
員
が
要
支
援

６３

者
の
安
否
確
認
を
行
い
、
さ
ら

に
２
２
５
名
が
登
録
す
る
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
防
犯
巡
視
員
が

小
中
学
生
の
登
下
校
時
に
見
守

り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
で

は
、
定
期
的
に『
は
つ
ら
つ
健
康

ク
ラ
ブ
』
な
ど
様
々
な
活
動
を

開
催
し
、心
身
と
も
に
健
康
で
あ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
町
内
会
で
毎
月
１

回
開
催
す
る
茶
話
会
は
、
地
域

の
方
々
と
親
睦
を
深
め
る
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。当

連
合
会
は
、
日
頃
か
ら
密

に
交
流
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

温
か
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

　
鹿
野
地
区
連
合
町
内
会

会
長
　
伊
藤
　
文
夫

当
連
合
会
は
、
昭
和
　
年
に

５４

発
足
し
、
現
在
　
町
内
会
２
、

１１

０
０
０
世
帯
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
理
的
に
は
当
連
合
会

に
隣
接
し
て
三
桜
高
校
、
東
北

工
業
大
学
長
町
キ
ャ
ン
パ
ス
が

あ
り
、
北
側
の
八
木
山
方
面
に

は
昭
和
　
年
代
に
開
発
さ
れ
た

４０

住
宅
団
地
が
、
南
側
に
は
ザ
・

モ
ー
ル
仙
台
長
町
や
太
白
区
役

所
が
あ
り
、
最
近
で
は
長
町
方

面
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。

当
連
合
会
の
主
な
活
動
は
５

月
の
定
期
総
会
に
始
ま
り
、
年

末
年
始
も
含
め
、
年
間
を
通
し

て
防
犯
活
動
及
び
交
通
安
全
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
月
に
は
全
町
内
会
と
福 学校ボランティア防犯巡視員　見守り活動

祉
三
団
体
が
一
緒
に
な
っ
た

「
新
春
の
集
い
」
を
開
催
し
、
仙

台
市
の
出
前
講
座
を
利
用
し
た

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
後
は
鹿
野
地

区
に
復
興
公
営
住
宅
が
完
成

し
、
緑
ケ
丘
四
丁
目
を
は
じ

め
、
北
は
気
仙
沼
か
ら
南
は
石

巻
ま
で
、
震
災
に
遭
わ
れ
た

方
々
が
引
っ
越
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
大
半
の
方
々
が
町
内
会

に
加
入
さ
れ
た
中
、
芋
煮
会
や

夏
祭
り
を
行
う
な
ど
、
地
域
に

慣
れ
親
し
ん
で
い
た
だ
こ
う

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
多

く
の
行
事
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
後
も
地
域
で
協
力
体

制
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

芋煮会風景

太
白
区

太
白
区

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会



（７） 第３０号 令和３年３月仙台市連合町内会長会だより

令
和
２
年
度
活
動
状
況

△
総
会

令
和
元
年
度
事
業
・
決
算
報

告
や
令
和
２
年
度
事
業
計
画
・

予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
、
書
面

表
決
に
よ
り
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
　
 
（
５
月
　
日
）

１５

△
新
任
単
位
町
内
会
役
員
研
修
会

当
協
議
会
会
長
よ
り
町
内
会

運
営
に
つ
い
て
講
演
、
区
の
担
当

課
よ
り
「
町
内
会
活
動
の
手
引

き
（
当
協
議
会
発
行
）
」
を
基
に
、

支
援
制
度
等
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
 

（
６
月
　
日
）

２９

△
単
位
町
内
会
長
研
修
会

仙
台
銀
行
ホ
ー
ル
イ
ズ
ミ

テ
ィ
　
を
会
場
に
、
第
１
部
と
し

２１

て
、「
地
域
の
活
気
は
、
人
の
元
気

～
コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
伝
え
た
い

～
」と
題
し
、フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
石
川
太
郎
氏
に
ご
講
演

い
た
だ
き
、
第
２
部
と
し
て
、
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
つ
い

て
、
仙
台
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
よ
り
、
寸
劇
を
交
え
解
説
い

た
だ
き
ま
し
た
。
 （
９
月
８
日
）

△
連
合
町
内
会
長
研
修
会

研
修
会
を
中
止
し
ま
し
た
。

　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ

～
住
み
継
が
れ
る
街
づ
く
り
～

　
泉
ビ
レ
ジ
館
連
合
町
内
会

会
長
　
小
金
澤
　
佳
史

私
た
ち
の
街
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と

す
れ
ば
？
そ
ん
な
風
に
聞
か
れ

た
ら
こ
ん
な
答
え
で
し
ょ
う
か
。

自
然
の
残
る
里
山
に
囲
ま
れ
、

四
季
折
々
に
色
づ
く
街
路
樹
や

小
鳥
が
さ
え
ず
る
緑
道
の
樹
木
。

そ
の
景
観
に
溶
け
込
む
建
物
デ

ザ
イ
ン
や
、そ
こ
に
住
ま
う
人
々

に
よ
る
手
入
れ
さ
れ
た
庭
の
植

栽
な
ど
が
街
並
み
に
彩
り
を
添

え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、街
の
中

心
に
建
つ「
カ
リ
ヨ
ン
」が
奏
で

る
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、季
節
ご
と
に

音
色
を
変
え
、日
々
の
暮
ら
し
に

潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

受受受受受
章章章
・・
受受受受
賞賞賞賞
者者者者
紹紹
介介介介介

受
章
・
受
賞
者
紹
介

TEL 022-303-8731

24 365

▼
宮
城
県
自
治
会
連
合
会
表
彰

堀
江
　
俊
男
さ
ん

前
宮
城
県
自
治
会
連
合
会
会
計
理
事

後
藤
　
　
潮
さ
ん

青
葉
区
北
五
十
人
町
地
区
町
友
会
会
長

吉
澤
　
秀
晃
さ
ん

青
葉
区
国
見
中
央
町
内
会
会
長

伊
藤
　
文
夫
さ
ん

太
白
区
鹿
野
町
内
会
会
長

山
口
　
義
晴
さ
ん

太
白
区
平
渕
町
内
会
会
長

三
野
宮
利
男
さ
ん

太
白
区
郡
山
三
丁
目
親
和
会
会
長

福
士
　
定
男
さ
ん

太
白
区
富
田
町
内
会
会
長

▼
仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会
表
彰

堀
江
　
俊
男
さ
ん

前
仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会
副
会
長

熊
谷
　
英
昭
さ
ん

青
葉
区
吉
成
学
区
連
合
町
内
会
会
長

三
野
宮
利
男
さ
ん

太
白
区
八
本
松
連
合
町
内
会
会
長

鈴
木
　
公
至
さ
ん

太
白
区
山
田
鈎
取
地
域
町
内
会

連
合
会
会
長

大
場
　
拓
俊
さ
ん

前
太
白
区
秋
保
小
学
区

連
合
町
内
会
会
長

佐
藤
　
重
子
さ
ん

泉
区
北
中
山
連
合
町
内
会
会
長

こ
ん
な
素
敵
な
街
で
も
団
地

形
成
か
ら
　
数
年
が
経
過
し
、

３０

い
く
つ
か
課
題
が
出
て
き
て
い

ま
す
。
喫
緊
の
課
題
は
、
戸
建

て
住
居
群
の
宿
命
と
も
い
え
る

少
子
高
齢
化
で
す
。
私
た
ち
の

団
地
は
、
市
中
心
部
へ
の
通
勤

圏
内
に
あ
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
的

な
位
置
づ
け
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
人
の
循
環
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
人
の
循
環
を
生
み
、
次

の
世
代
に
こ
の
地
域
を
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
も
、
住
み
続
け

た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
溢
れ
る

街
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
連
合
町

内
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会

と
連
携
・
協
力
し
て
魅
力
あ
る

街
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
に
〈
チ
ャ

レ
ン
ジ
〉
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

カリヨン

▼
全
国
自
治
会
連
合
会
表
彰

及川　勇さん
宮城野区
榴ケ岡
町内会会長

菊地榮司さん
若林区
伊在
町内会会長

▼
総
務
大
臣
表
彰

井上範一さん
宮城野区
二の森
町内会会長

軍司　啓さん
青葉区
西花苑二丁目
町内会会長

島田福男さん
青葉区
川平団地
町内会会長

▼
旭
日
単
光
章

（
地
方
自
治
功
労
）

泉
区
泉
区連

合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会



（８）第３０号令和３年３月 仙台市連合町内会長会だより

編編

集集

後後

記記

この仙台市連合町内会長会だよりは再生紙を使用しています。

仙台市連合町内会長会だよりはホームページ http://www.sendai-sirentyoukai.comでもご覧いただけます。

仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会

仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会

【
役
員
】

 会

長
 
傳
野
　
貞
雄
　
泉
　
区

 副

会

長
 
菅
井
　
　
茂
　
若
林
区

 

〃

 
島
田
　
福
男
　
青
葉
区

 

〃

 
井
上
　
範
一
　
宮
城
野
区

 

〃

 
鈴
木
　
公
至
　
太
白
区

 庶
務
理
事
 
齋
藤
　
和
平
　
青
葉
区

 会
計
理
事
 
太
田
　
善
雄
　
若
林
区

 理
　

事
 
古
山
　
健
造
　
青
葉
区

 

〃

 
吉
澤
　
秀
晃
　
　
〃

 

〃

 
軍
司
　
　
啓
　
　
〃

 

〃

 
後
藤
　
　
潮
　
　
〃

 

〃

 
橘
川
　
光
男
　
宮
城
野
区

 

〃

 
坂
入
　
幹
雄
　
　
〃

 

〃

 
大
西
　
憲
三
　
　
〃

 

〃

 
菊
地
　
榮
司
　
若
林
区

 

〃

 
三
野
宮
利
男
　
太
白
区

 

〃

 
福
士
　
定
男
　
　
〃

 

〃

 
山
口
　
義
晴
　
　
〃

 

〃

 
塚
本
   　
進
　
泉
　
区

 

〃

 
小
野
　
諄
一
　
　
〃

 

〃

 
髙
橋
　
喜
悦
　
　
〃

 

〃

 
小
金
澤
佳
史
　
　
〃

 監

事
 
伊
藤
　
文
夫
　
太
白
区

 

〃

 
及
川
　
　
勇
　
宮
城
野
区

【
広
報
委
員
】

 委

員

長
 
齋
藤
　
和
平
　
青
葉
区

 委

員
 
軍
司
　
　
啓
　
青
葉
区

 

〃

 
門
間
　
栄
松
　
宮
城
野
区

 

〃

 
松
岡
　
幸
雄
　
若
林
区

 

〃

 
福
士
　
定
男
　
太
白
区

 

〃

 
髙
橋
　
喜
悦
　
泉
　
区

注１  令和２年６月１日現在

注２  上段の数はすべての町内会数、（　）は連合町内会に加入している町内会数

泉　区太白区若林区宮城野区青葉区区　名

傳野　貞雄鈴木　公至菅井　　茂井上　範一島田　福男

区連合町内

会長協議会

会 長

市合計

１１３連合会３０連合会２３連合会９連合会１３連合会３８連合会連 合 会 数

　１,３８４

　（１,３０１）

　　 ２０８

 　　（１８７）

　２７４

（２６３）

 　１７９

 　（１７１）

 　２１５

  （２０９）

  　５０８

  　（４７１）
町 内 会 数

４０７,７２９

（３９３,０６３）

　８１,１００

（７２,８２１）

８１,５３７

（７９,８０７）

５２,８３９

（５１,６９８）

７３,４１８

（７２,９９４）

１１８,８３５

（１１５,７４３）

加 入

世 帯 数

５２５,８２８９３,４５０１０５,３８０６７,４４６９５,７１８１６３,８３４総 世 帯 数

７７.５％８６.８％７７.４％７８.３％７６.７％７２.５％加 入 率

仙
台
市
の

自
治
組
織

https://www.tohoku-gakuin.ac.jp

□泉キャンパス
〒981-3193 仙台市泉区天神沢二丁目1-1
□多賀城キャンパス
〒985-8537 多賀城市中央一丁目13-1

・文学部　　　・経済学部　　　・経営学部
・法学部　　　・工学部　　　　・教養学部

市
連
長
だ
よ
り
第
　
号
を

３０

お
届
け
し
ま
す
。
今
回
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
、
例
年
の
活
動
が
中
止
と

な
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
も

の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
来
年
度
は
、
創
立
　
周
５０

年
記
念
事
業
が
活
動
の
活
性

化
の
契
機
と
な
る
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。
最

後
に
本
号
発
行
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
委
員
長
　
斎
藤
和
平
）

広報委員


